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現状認識：（自テーマにおける動向、将来予測等） 
１．分子イメージングの重要性 
・ 超高齢化社会への突入を迎え、がん、心疾患、脳血管疾患などの生活習慣病が増

大している。活力ある社会を維持するためには、分子イメージングを導入した悪

性腫瘍の超早期診断、低侵襲治療、テーラメード医療、再生医療などによる、健

康寿命の延長、QOLの向上が不可欠である。 
・ 分子イメージングは高性能な画像診断機器と標的プローブ薬とが組み合わされた

もので、診断・治療において革新的な役割を果たすものと期待される。 
・ 分子イメージング機器の代表である PETや MRIは、すでに全身を対象とした早
期診断に有効であることが実証されているが、より一層の高感度化、高解像度化、

疾患特異性の向上、複合化が望まれる。 
・ 複合化装置を十分に機能させるためには、マルチモダリティ対応の医用画像プラ

ットフォームが不可欠である。 
２．国内外の動向と我が国の抱える課題 
・ 我が国の分子イメージングPJはPETに偏り勝ちであり、PET以外のガンマ線、MRI、

超音波、光などの他モダリティとのバランスに欠ける。欧米ではモダリティ間の

相互補完の考え方が浸透している。 

・ 欧米では創薬を最大のターゲットにした動物実験用機器の市場が形成されつつあ

り、分子イメージング機器の先端技術開発を牽引している。 
・ 分子イメージング機器の機能・性能は、画像診断機器と標的プローブ薬との組合

せにより定まるため、両者のバランスの取れた開発が不可欠である。 

・ 我が国の製薬業界の開発余力は限られているため、標的プローブ薬に対する関心

はあっても取り組みへの実行は遅れており、機器と製薬の両業界の協調体制の構

築が必要である。 

・ 欧米では、研究開発の拠点化、連合化が進んでいるが、我が国では弱い。 

・ 我が国の画像診断機器業界は将来に対し不安を抱えている。先行研究や先進技術

が求められる高級機市場においては概して弱い立場にある。 
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方向性：（自テーマのビジョン、めざす方向性） 
１．開発の方向性 
・画像診断技術は医療の根幹をなし、先進的医療にとっての基盤技術、基幹技術であ

る。今後とも空間分解能、濃度分解能、時間分解能、低侵襲化、汎用性などの基本

性能の向上を図るべきである。 

・リアルタイムに細胞、分子レベルの追跡ができる先進的な技術開発が必要である。 
２．開発すべき技術・機器例（参考資料参照） 
・ PET、MRI、ガンマ線、光、超音波など、イメージングの基盤となる技術を革新
的に向上させるための開発 

・ 特に PET、MRIについては、欧米に対抗できるハードおよびソフトのバランスの
取れた開発 

・ 光検出については、試薬を使わない技術など、革新的な原理に基づく計測技術を

開発し、動物用途から臨床までをシームレスにつなぐ機器開発 
・ 内視鏡、IVUS 等の日本が優位な医療機器と分子イメージング技術との融合 
・ 超音波については、反復施行性、ユビキタス的特性を生かした高度診断技術の普

及を加速する３次元イメージング法の開発 
３．開発体制等の環境整備 
・ 我が国の主要な大学、研究機関、企業が集合した国家的プロジェクトを早急に立

ち上げる必要がある。具体的には、機器と創薬にポテンシャルを有する大学や研

究開発機関と企業とが強い連携を有するプロジェクト、あるいは、電子映像化技

術、超精密技術、光学技術、音響工学技術、化学合成技術など日本が強い技術領

域において、異業種を統合した産学官連携の開発プロジェクトなどを立ち上げる

必要がある。 
・ 上記の学際的な研究を推進するためには、人材が集合し機器が整備された拠点（共

同作業の場）が必要である。 
・ 分子イメージング関係の薬事承認では、機器、診断および治療薬に対するスピー

ディかつ統一的な承認が重要である。特に、諸外国に比べ格差が見られる適用範

囲のスピーディな拡大も課題である。 
４．分子イメージングの発展により期待される医療の将来像 
・ 超早期診断・高精度治療支援のための分子イメージングシステムにより、健康寿

命の延長と医療費抑制が可能なポストゲノム医療 

・ 生体内の変化を分子レベルで可視化することにより、疾患の早期診断を実現 

・ 画像診断での One-Stop Shopping 

・ 診断から治療までのシームレスな環境（トータルソリューション） 
 
 

 


